
加藤内科広報新聞 4 月号 
 

      桜の花も盛りを過ぎ、 

吹く風が日に日に暖かく 

感じられる季節となりました。 

      この時期は、公園を散歩するのも 

      気持がいいですね。 

 

   特定健診について 

 

H２７年度の特定健康診査(特定健診)が始まります。 

対象の方には、受診券など必要な書類が郵送、または勤務先などから配布されます。 

予約なしで受診出来ます。 

朝食は抜いて来て下さい。(採血まで１０時間以上空けてお越し下さい。) 

          ※但し、お水、お茶は飲んでも構いません。 

来院される時は、受診券、受診票(左側を記入してきて下さい。)、保険証を持参してください。 

❉堺市国民健康保険(堺市国保)での特定健診について 

      特定健診の受診結果時の判定が「動機付け支援」又は「積極的支援」に該当した場合、 

保健指導への参加をお勧めすることになりました。 

加藤内科では、特定健診の受診はできますが保健指導はしていないため、保健指導を 

行っている医療機関または、保健センターをご紹介させて頂くことになります。 

※但し、すでに“糖尿病”“高血圧”“脂質異常症”で治療をされている方は、 

対象ではありません。詳しくは、受付スタッフにお尋ね下さい。 

 

堺市では、以下の検診も実施しています。 

・「肝炎ウィルス健診」  ２０歳以上の方で今までに１度も受診されたことが無い方 

                   ※Ｈ２８年３月３１日まで無料になりました。 

・「大腸がん健診」    年１回  ４０歳以上 ３００円  ６５歳以上 無料 

 

加藤内科では、以下の検査も実施しています。 

予約なしで出来るもの 

・胸部レントゲン ・骨塩定量(骨密度の検査) ・フォルム(動脈硬化の検査) 

・スパイロ(肺機能の検査)  ・尿素呼気(ピロリ菌の検査)  ・心電図 

予約が必要なもの 

・胃カメラ ・腹部エコー 

特定健診と一緒に出来ますので、ご希望の方は 

スタッフまで声をお掛け下さい 

 

 



 

インフルエンザ B型が流行しています 
 

インフルエンザの A 型と B型の違いは？ 

   インフルエンザには大きく分けて、A 型・B 型・C 型の 3種類があります。 

その中でも A 型はとても強い感染力を持ち、A型に次いで流行性があるのが B 型です。    

A 型の特徴は高熱、関節痛、筋肉痛などの症状がありますが、B型の特徴は胃炎、吐き気、 

下痢など消化器系の症状があります。 

B 型ウィルスは毎年、季節性インフルエンザ(A型)の流行が終わった後に 2 月～3 月にかけて 

流行しやすいのですが、今年は 4 月に入ってからも流行しています。 

   また、仮に 11 月頃にインフルエンザワクチンの予防接種をされていても、効果が徐々に 

低下していくため感染しやすくなっています。 

予防方法は？ 

   インフルエンザB 型の感染経路は『人から人』です。粘膜や皮膜を通じて感染する“接触感染”、 

くしゃみや咳から感染する“飛沫感染”を遮断することによって防ぐことができます。 

予防方法として、手洗い・うがい・マスクの着用が有効です。 

手洗い・うがい … 直接手に触れなくても、手すりやテーブルなどに 

触れることはあります。帰宅後は直ぐに手洗い・うがいをしましょう。 

マスクの着用 … 最近は咳エチケットとして、マスクの着用がマナーになってきました。 

周りへの感染を防ぐ、また自分への感染を防ぐためにも 

マスクを着用しましょう。 

感染した時の注意は？ 

   インフルエンザＢ型は、症状自体は重くならないとされていますが、消化器系が冒されることで 

免疫力が弱まり、その結果他のウィルスや細菌に感染しやすくなるという合併症の危険性があります。 

   また、Ｂ型は、高熱が出ない場合もあり、症状がわかりにくいため 

周囲への感染拡大に注意を払う必要があります。 

風邪の症状や微熱が長引いているなど、おかしいなと感じた場合は 

医療機関を受診しましょう。 

 

 

成人用肺炎球菌ワクチンの予防接種を受け付けています。 

今年度も成人用肺炎球菌ワクチンの予防接種を受け付けています。 

定期接種対象の方以外の方も任意接種として堺市の助成を受けることができます。 

今までに接種をしたことのない 65 歳以上の方、過去 5 年以上前に接種をして 

2 回目の接種をまだしていない方は、この時期に接種することをお勧めします。 

 

次回 5 月 20 日頃発行予定 


